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はじめに

活動内容

考 察

今後の展開

患者さん方から「人は死ぬときにどう変化するのか」と
問われることがある。人の最期に訪れる変化はおおむね
共通しているが、約 8 割の人が病院や施設で亡くなる現
代において（令和 5年度厚生統計要覧）、それを知らない
人は多い。

看取りに関する知識を伝えることは、本人や家族がより
よい時間を過ごすために重要である。しかし現場で活用
される媒体は、ほぼ家族向けで当事者本人に活用できる
ものがないという課題があり、今回『人のさいご』とい
う本の制作に至った。

人はいつか死を迎える。つまり全ての人が当事者である。この本は、本人目線で制作し
たことで、あらゆる読み手が「自分ごと」として捉えられる本となった。
それは、看取りに関する知識を医療者から一方的に伝えるのではなく、分野を超え、終
末期にある当事者の方々や表現の専門家（デザイナーやイラストレーター）と協働して
制作したためと考える。
また、実際に多くの看取りを経験させていただき、患者さん方から様々な想いや葛藤を
聞かせていただいたからこそ、多くの人が受け取りやすい言葉を探し出すことができた。

連絡先｜桜新町アーバンクリニックCOI 開示 演題発表に関連し、発表者らに開示すべき
COI 関係にある企業などはありません

本の完成

制作開始
2023年 3月

多職種での意見交換会
2023年 10月

2024年 6月

「本人向け」に振り切った
文章に書き直す

デザイナーさん
訪問診療に同行。
現場を知ってもらう

2023年 11月

イラストレーターさん
の決定

2023年 12月

本の仕様・印刷冊数決定
流通方法の検討

2023年 12月

文章の校正を
しつこく繰り返す

2024年 1月

文章・イラストの決定
2024年 2月

終末期にある協力患者さんに
原稿を読んでいただく

2023年 8月

2023年 9月

印刷開始
2024年 5月

本の構成を決め
原稿を執筆

2023年 3～8月

現在 5000 部が販売され、多くの人の手に渡っている。反響は大きく、若い世代から高
齢の方、終末期にある方など幅広い層が「人のさいごに訪れる自然な変化」を知り、残
りの人生の生き方を考える機会になっている。現在、制作チームでは一般の方や高校生
などへのグループワーク等を展開しており、また改めて報告の機会を得たい。

現場発信の
自主プロジェクトとして開始。

現場の空気を伝える目的で、
訪問診療の同行を調整。終末
期にある協力患者さんと実際
に会い、話せる機会をセッ
ティング。

作家さん自身が、ご両親を介
護していた経験が生かされた
イラスト。

優しく丁寧な言葉を選ぶが、
曖昧ではない内容とする。

「どうして今まで、本人向けの本がなかっ
たの？」

医療・ケア分野以外の人から
意識的に意見を収集。

在宅医、看護師らだけではなく、20代の非医療者も参加。

機械的ではない、手ざわりのある紙を選択。
「重たい本は持てない」という協力患者さ
んの意見も本の装丁に生かされ、コンパク
トで軽やかな本の仕様になった。

「聞きたいけど濁されてしまうことを、
そうせずに伝えてくれる」

対象は「本人と家族向け」だったが、
主語のブレが指摘され、「本人向け」に振り切る方針へ。

訪問看護認定看護師 1名
緩和ケア認定看護師 1名
訪問看護師 1名
運営スタッフ 1名

「凛とした方だった。彼女に
渡せる本をイメージしてつく
ります」との話が聞かれ、デ
ザインに影響した。

「死にゆくこと」と「暮らし」
のつながりを表現するための
役割を担った。

言葉の強さや温度感、わかり
づらい表現の調整を繰り返す。

「いよいよになる前、子どものうちから
でも読んでおいたほうがいい」

言葉の温度調整

言葉選び

イラスト

デザイナーさんの訪問診療同行

はじまり

患者さん方から意見を聞く

本のたたずまい

ケアする人の意見を聞く

現場で活用するだけではなく、医療
者を介さずに一般の人々が手に取れ
る手段を検討。WEB販売や、独立系
書店での販売など。

広げ方の検討


